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vHBAテンプレートについて

vHBAテンプレート
このテンプレートは、サーバ上の vHBAによる SANへの接続方法を定義するポリシーです。
これは、vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBAテンプレートの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

このテンプレートで作成された vHBAが関連付けられている
ファブリックインターコネクトの名前。

[Fabric ID]フィールド

このテンプレートから作成されたvHBAと関連付けるVSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテ
ンプレートから作成された vHBAはアップデートされま
せん。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、この
テンプレートから作成された vHBAがアップデートされ
ます。

[Template Type]フィールド
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説明名前

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロー
ドバイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048
です。

[MaxData Field Size]フィール
ド

このテンプレートから作成された vHBAによって、WWPNア
ドレスを導出するために使用されるWWPNプール。

[WWPN Pool]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられてい
る Quality of Service（QoS）ポリシー。

[QoS Policy]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられてい
る SANピングループ。

[PinGroup]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられてい
る統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

vHBAテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。

vHBAテンプレートへの vHBAのバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vHBAを vHBAテンプレートにバインドすることが
できます。vHBAを vHBAテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、
vHBAテンプレートに定義された値を使ってvHBAが設定されます。既存のvHBA設定がvHBA
テンプレートに一致しない場合、Cisco UCS Managerにより、vHBAが再設定されます。バイ
ンドされた vHBAの設定は、関連付けられた vHBAテンプレートを使用してのみ変更できま
す。vHBAをインクルードしているサービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテ
ンプレートにバインドされている場合、vHBAを vHBAテンプレートにバインドできません。

再設定されているvHBAをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
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ステップ 3 vHBAとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 テンプレートにバインドする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vHBA Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vHBA Template]ドロップダウンリストから、vHBAをバインドするテンプレートを選択
します。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスの [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vHBA
の再設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があること
を確認します。

vHBAテンプレートからの vHBAのバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展
開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vHBAテンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
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ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する vHBAテンプレートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシー

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を

制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できま

す。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー

ストレージ関連ポリシー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCSManagerでは、より大きな最大 LUNの値をサポートしてい
ます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は 512、1024、および 2048
です。Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマ
ンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理ミ
ニポートに20、仮想ミニポートに250を設定します。この設定により、アダプタのすべて
の LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デフォル
トの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン 3.1(2)以
降でのみ使用できます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

（注）

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプ
タポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオ

ペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムは

これらのポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設

定を要求します。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更しな

いでください。

ただし、（デフォルトのアダプタポリシーを使用する代わりに）OSのイーサネットアダプタ
ポリシーを作成する場合は、次の式を使用してその OSで動作する値を計算する必要がありま
す。

UCSファームウェアに応じて、ドライバの割り込み計算は異なる可能性があります。新しい
UCSファームウェアは、以前のバージョンとは異なる計算を使用します。Linuxオペレーティ
ングシステムの後のドライバリリースバージョンでは、割り込みカウントを計算するために

別の式が使用されるようになっていることに注意してください。この式で、割り込みカウント

は送信キューまたは受信キューのどちらかの最大数 +2になります。

重要

Linuxアダプタポリシーの割り込みカウント

Linuxオペレーティングシステムのドライバは、異なる計算式を使用して、eNICドライバ
バージョンに基づき割り込みカウントを計算します。UCS 3.2リリースは、それぞれ 8～ 256
まで eNICドライバの Txと Rxキューの数を増加しました。

ドライバのバージョンに応じて、次のストラテジーのいずれかを使用します。

UCS 3.2ファームウェアリリースより前の Linuxドライバは、次の計算式を使用して、割り込
みカウントを計算します。

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

UCSファームウェアリリース 3.2以上のドライバでは、Linux eNICドライバは次の計算式を使
用して、割り込みカウントを計算します。

Interrupt Count = (#Tx or Rx Queues) + 2

次に例を示します。

割り込みカウント wq = 32、rq = 32、cq = 64 -割り込みカウント =最大(32、 32) + 2 = 34
割り込みカウント wq = 64、rq = 8、cq = 72 –割り込みカウント =最大(64, 8) + 2 = 66
割り込みカウント wq = 1、rq = 16、cq = 17 -割り込みカウント =最大(1、16) + 2 = 18

ファイバチャネル経由で NVMe

NVMExpress (NVMe)インターフェイスは、不揮発性メモリサブシステムとの通信にホストソ
フトウェアを使用できます。このインターフェイスは、PCIExpress (PCIe)インターフェイスに
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は通常、登録レベルインターフェイスとして添付されているエンタープライズ不揮発性スト

レージが最適化されます。

NVMeファイバチャネル (FC NVME)上では、ファイバチャネル NVMeインターフェイスに
適用するためのマッピングプロトコルを定義します。このプロトコルは、ファイバチャネル

ファブリック NVMeによって定義されたサービスを実行するファイバチャネルサービスと指
定した情報単位 (IUs)を使用する方法を定義します。NVMeイニシエータにアクセスでき、ファ
イバチャネル経由で情報を NVMeターゲットに転送します。

FC NVMeでは、ファイバチャネルおよび NVMeの利点を組み合わせた。柔軟性と NVMeの
パフォーマンスが向上し、共有ストレージアーキテクチャのスケーラビリティを取得します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)には、UCS VIC 14xxアダプタのファイバチャネル経由で
NVMeがサポートされています。

Cisco UCS Managerでは、事前設定されているアダプタポリシーのリストで、推奨される
FcNVMeアダプタポリシーを提供します。新しい FcNVMeアダプタポリシーを作成するに
は、ファイバチャネルアダプタポリシーの作成]セクションの手順に従います。

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリックしま

す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

表 1 :

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ストレージ関連ポリシー
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに

ついての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックス
ラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）
は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サー

ビスのExtended Link Services（ELS）およびCommonTransport
（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。アダプ
タのパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サー

ビスのExtended Link Services（ELS）およびCommonTransport
（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。アダプ
タのパフォーマンスには影響しません。

64～ 2048の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

システムで割り当てる IOキューリソースの数。

1～ 64の整数を入力します。デフォルトは 16です。

[I/O Queues]フィールド

各 I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは 512です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響を与

える可能性があるため、デフォルト値を変更しない

ことを推奨します。

（注）

[Ring Size]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。
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説明名前

テープデバイスによるシーケンスレベルエラーの修復にFCP
Sequence Level Error Recovery（FC-TAPE）プロトコルを使用
するかどうかを選択します。これにより、VICファームウェ
アの Read Exchange Concise（REC）および Sequence
RetransmissionRequest（SRR）機能を有効または無効にできま
す。次のいずれかになります。

• [Disabled]：デフォルトです。

• [Enabled]：システムが 1つ以上のテープドライブライブ
ラリに接続している場合は、このオプションを選択しま

す。

このパラメータは、Virtual Interface Card (VIC)アダ
プタを搭載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[FCP Error Recovery]フィール
ド

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから

再試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し続けるよ

うに指定するには、このフィールドに「infinite」と入力
します。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータ

の最適な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたはコンバージ
ドネットワークアダプタを搭載したサーバにのみ

適用されます。

（注）

[Flogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルト値は 4,000で
す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最

適な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたは統合型ネッ
トワークアダプタを搭載したサーバにのみ適用され

ます。

ブート vHBAで Flogiタイムアウト値を 20秒以上に
設定すると、アダプタが最初の Flogiに対する承認
を受信しなかった場合に SANブート障害が発生す
る可能性があります。ブート可能な vHBAの場合、
推奨されるタイムアウト値は 5秒以下です。

（注）

[Flogi Timeout (ms)]フィール
ド
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説明名前

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行

する回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルト値は 8です。スト
レージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を

確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバ
にのみ適用されます。

（注）

[Plogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルト値は 20,000
です。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの

最適な値を確認することをお勧めします。

SANからWindowsOSをブートするために使用されるHBAの
場合、このフィールドの推奨値は 4,000ミリ秒です。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバ
にのみ適用されます。

ブート vHBAで Plogiタイムアウト値を 20秒以上に
設定すると、アダプタが最初の Plogiに対する承認
を受信しなかった場合に SANブート障害が発生す
る可能性があります。ブート可能な vHBAの場合、
推奨されるタイムアウト値は 5秒以下です。

（注）

[Plogi Timeout (ms)]フィール
ド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であること

を SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインに
なっていなければならないミリ秒数。このパラメータはホス

トマルチパスドライバにとって重要であり、エラー処理に使

用される主要指標の 1つとなります。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000で
す。ESXを実行しているVICアダプタ搭載のサーバの場合、
推奨値は 10,000です。

SANからWindows OSをブートするために使用されるポート
があるサーバの場合、このフィールドの推奨値は 5,000ミリ
秒です。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な

値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバ
にのみ適用されます。

（注）

[Port Down Timeout (ms)]
フィールド
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説明名前

保留中のコマンドを破棄して同じ IOを再送信するまでに FC
アダプタが待機する秒数です。これは、ネットワークデバイ

スが、指定された時間内の I/O要求に応答しないと発生しま
す。

0～ 59の整数を入力します。デフォルトの IOリトライタイ
ムアウトは 5秒です。

IOリトライタイムアウト
（秒）

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、その

ポートへの IO要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルト値は 8です。スト
レージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を

確認することをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行しているVICア
ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Port Down IO Retry]フィール
ド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われ

ていることをシステムに通知する前に、アップリンクポート

がオフラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000で
す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最

適な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行しているVICア
ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Link Down Timeout (ms)]
フィールド

vHBA内で同時に保留可能なデータまたは制御 I/O操作の最大
数。この値を超えると、保留中の I/O操作の数が減り、追加
の操作が処理できるようになるまで、キューで I/O操作が待
機します。

このパラメータは、LUNキューの長さと同じではあ
りません。LUNキューの長さは、サーバにインス
トールされているOSに基づいて、CiscoUCSManager
により管理されます。

（注）

256～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 256です。ス
トレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

[IO Throttle Count]フィールド

ストレージ関連ポリシー
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説明名前

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは表示する

LUNの最大数。LUNの最大数は、通常、サーバで実行されて
いる OSにより管理されます。

1～1024の整数を入力します。デフォルト値は256です。ESX
または Linuxを実行しているサーバの場合、推奨値は 1024で
す。

オペレーティングシステムのドキュメントでこのパラメータ

の最適な値を確認することをお勧めします。

（注） •このパラメータは、VICアダプタまたはネット
ワークアダプタを搭載したサーバにのみ適用さ

れます。

•このパラメータは、FCイニシエータにのみ適
用されます。

[Max LUNs Per Target]フィー
ルド

HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマンドの数
です。

1～ 254の整数を入力します。デフォルトの LUNキューデプ
スは 20です。

このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用さ
れます。

（注）

[LUNQueueDepth]フィールド

ドライバからオペレーティングシステムに割り込みを送信す

る方法。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。サーバのオペレーティングシステムがこれに
対応している場合には、このオプションを選択すること

をお勧めします。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、VICアダプタを搭載している
サーバや、Window以外の OSを実行しているネッ
トワークアダプタ搭載のサーバにのみ適用されま

す。Windows OSでは、このパラメータは無視され
ます。

（注）

[Interrupt Mode]オプション
ボタン

ストレージ関連ポリシー
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説明名前

このポリシーで使用される vHBAタイプ。サポートされてい
る FCと FC NVMe Vhbaは、同じアダプタでここで作成でき
ます。このポリシーで使用される vHBAタイプには、次のい
ずれかを指定できます。

• FCイニシエータ]:レガシー SCSI FC vHBAイニシエータ

• FCターゲット: SCSI FCターゲット機能をサポートする
vHBA

このオプションは、Tech Previewとして利用で
きます。

（注）

• FC NVMEイニシエータ-、FC NVMEイニシエータ、FC
NVMEターゲットを検出し、それらに接続するは vHBA

• FC NVMEターゲット: FC NVMEターゲットとして機能
し、NVMEストレージへの接続を提供する vHBA

このオプションは、技術プレビューとして使用

可能です。

（注）

[vHBA Type]ラジオボタン

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Fibre Channel Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージ関連ポリシー
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デフォルトの vHBA動作ポリシーについて

デフォルトの vHBA動作ポリシー
デフォルトの vHBA動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vHBAの作成方法
を設定できます。vHBAを手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できま
す。

デフォルトの vHBA動作ポリシーを設定して、vHBAの作成方法を定義することができます。
次のいずれかになります。

• [None]：CiscoUCSManagerサービスプロファイルにデフォルトのvHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていな
い場合、CiscoUCSManagerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

vHBAのデフォルト動作ポリシーを指定しない場合、[none]がデフォルトで使用されます。（注）

デフォルトの vHBA動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のデフォルトのvHBA動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォル
トの vHBA動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vHBA Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の
1つをクリックします。

• [None]：CiscoUCSManagerサービスプロファイルにデフォルトのvHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていな
い場合、CiscoUCSManagerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

ストレージ関連ポリシー
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

SAN接続ポリシー

LANおよび SAN接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとLANまたは SAN間の接続およびネットワーク通
信リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、
WWN、およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび
vHBAを識別します。

接続ポリシーはサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートに含められ、

複数のサーバの設定に使用される可能性があるため、接続ポリシーでは静的 IDを使用しない
ことをお勧めします。

（注）

LANおよび SANの接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーを使用すると、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネット

ワーク接続とストレージ接続を備えたサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプ

レートを作成したり変更したりできるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するに

は、適切なネットワーク権限とストレージ権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークやストレージの設定と同じ権限を必要とします。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

ストレージ関連ポリシー
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サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できま
す。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間
の相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み
合わせて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含める
と、既存の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービ
スプロファイル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

SAN接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、名前と任意の説明を入力します。

ステップ 6 [World Wide Node Name]領域の[WWNN Assignment]ドロップダウンリストから次のいずれ
かを選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、を選択します。

• [Manual Using OUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[World Wide Node
Name]フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指定
したWWNNが使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。
各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括
弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。
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ステップ 7 [vHBAs]テーブルで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 9 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。

この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 10 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 11 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたはQoSポリシーを作成することもでき
ます。

ステップ 12 ポリシーに必要なすべての vHBAを作成したら、[OK]をクリックします。

次のタスク

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルード

します。

SAN接続ポリシー用の vHBAの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name] > [San Connectivity Policies]の順に展
開します。

ステップ 3 vHBAを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。

この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたはQoSポリシーを作成することもでき
ます。

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。
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SAN接続ポリシーからの vHBAの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [vHBAs]テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する vHBAをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN接続ポリシー用のイニシエータグループの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 イニシエータグループを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ストレージ関連ポリシー
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説明名前

グループの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

使用する各 vHBAに対応する、[Select]カラムのチェックボッ
クスをオンにします。

[Select vHBA Initiators]テーブ
ル

この vHBAイニシエータグループに関連付けられているスト
レージ接続ポリシー項目

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダ
ウンリストからそのポリシーを選択します。Cisco UCS
Manager GUIでは、 [Global Storage Connection Policy]領
域に、ポリシーとその FCターゲットエンドポイントに
関する情報が表示されます。

グローバルに利用できる新しいストレージ接続ポリシー

を作成し、[Create Storage Connection Policy]リンクをク
リックします。

•この vHBAイニシエータグループでのみ利用できるロー
カルストレージ接続ポリシーを作成し、[Specific Storage
Connection Policy]オプションを選択します。Cisco UCS
Manager GUIに表示される[Specific Storage Connection
Policy]領域を使って、ローカルストレージ接続ポリシー
を設定できます。

[Storage Connection Policy]ド
ロップダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテ

ンプレートで使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作

成するには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection
Policy]リンク

ステップ 7 [OK]をクリックします。

SAN接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ストレージ関連ポリシー
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ステップ 3 イニシエータグループを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、次の手順を実行します

a) 削除するイニシエータグループをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる SAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vHBAもその
サービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられているサーバ

の SANデータトラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージ関連ポリシー
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